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第３学年国語科学習指導案

日 時 平成18 年10月3日（火）5 校時

児 童 男子4名 女子4名 計8名

指導者 千葉 啓恵

１ 単元名（教材名）

大事なことをたしかめよう（すがたをかえる大豆）

２ 単元について

（１）児童について

児童はこれまでに、説明的な文章を「読むこと」では、説明的文章の基本的な形式や事柄の順序、時

間的な順序に気を付けて叙述に即して内容の大体を読み取る学習をしてきた。２年生の「サンゴの海の

生きものたち」では、順序に気をつけて内容の大体を読むことでも、時間的な順序ではなく、ここでは、

生きものの違いに応じた共生の方法を順序だてて説明した文章を読む学習をしている。また第３学年の

「ありの行列」では、基本的な仮説検証型の文章を、順序を表す言葉に着目しながら、読み取る学習を

している。

本学級の児童は、音読に関しては、ある程度自分で読み通すことができる。文の主語や述語の読み分

けについては、主語がはっきりとわかるように書いてある場合は読み取ることができるが、主語が省略

されている場合は、自分の経験から主観的な答えを出すことが多く、文章に即して読み取る力が弱い。

時間的な順序に関しては、時間の順序を表す言葉や記述の順序に着目しながら、筋道を立てて考えるこ

とができる。また、一つの言葉や文から、様子や訳をとらえることはできるが、文と文をつないで、そ

こに書かれている内容を関連付けて読み取ることは難しい。学習の様子では、分からないことが出てき

た際、粘り強く考えたり、自分の考えを意欲的に表現したりすることが苦手な児童が多い。また、個別

指導が必要な児童も１名いる。

（２）主たる指導事項

「読むこと」における本単元の指導事項は、「目的に応じて、中心となる語や文をとらえて段落相互

の関係を考え、文章を正しく読むこと。」「目的に応じて内容を大きくまとめたり、必要なところは細か

い点に注意したりしながら文章を読むこと。」である。この単元では、順序の中でも事柄の順序を把握

しながら、大豆を美味しく食べる工夫と、その説明という内容の大体を読み取ることになる。

そのためには、「次に」「また」「さらに」「これらのほかに」「このように」などといった段落をつな

ぐ役割を持つ言葉や段落相互の関係に注意しながら、大豆を美味しく食べる工夫を読み取ることが大切

となる。

（３）指導に当たって

教材文「すがたをかえる大豆」は、身の回りにあふれている大豆やその加工食品の加工方法を紹介

している文章である。大豆の加工食品は見ただけでは大豆からできているとは思われないものも多く、

児童が意外性をもって読み進めることができる内容であると言える。５つの美味しく食べるための工

夫について、工夫と説明を読み分けながら、また、多くの食べ方が考えられた２つの理由や、先人の

知恵に驚き、すばらしさに気づかせながら読み進めていきたい。

文章構成としては、初め、中、終わりの部分で構成され、段落構成や中心語句、中心文等が明確で、

内容の読み取りや、中学年では指導しないが要約などの学習に適している。内容の読み取りについて

は、「工夫と説明の読み分け」「事柄の順序を表す言葉・接続語」「文末表現・繰り返し語句の表現の工

夫」という三つの視点で読み取らせることを繰り返すことによって、視点をもった読み取りの力を身

に付けさせたい。

また、本単元は、説明文の教材を読み取る学習と、教材文の内容を参考にして自分で調べたいもの

を選びそれに関する情報を集めて文章にまとめる学習から構成されている。単元後半の書く活動では、

前半で学習した読みの視点や段落相互の関係を活用させながら、「読むこと」の力の定着を図っていき

たい。

そこで、指導に当たっては、次のことに留意したい。
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ア 読みへの関心を高めるために実物の「大豆」や工夫して変身した「大豆」を用意する。また、図鑑

や資料など大豆に関する情報を集め、児童に情報として提示するとともに、視覚的にも働きかけなが

ら、教材文を読み取らせる。

イ 授業や家庭学習などの場面で、様々な形態の音読に繰り返し取り組ませながら、声に出して読むこ

とを楽しませる。

ウ 「工夫と説明の順序に気をつけて読むこと」「事柄の順序を表す言葉・接続語に気をつけて読むこ

と」「文末表現に着目して読むこと」を繰り返すことで、これら読みの視点が自らのものとして身に

付くようにする。

エ 初め（話題提示）中（工夫の具体例と食品）終わり（まとめと感想）という意味段落のつながりが

わかるよう、事柄の順序・段落を結ぶ接続語をもとに叙述に従って順序よく読み取らせる。

オ 中心点や要点、筆者のものの見方、考え方について読み取る学習活動の展開を図る。

カ 指示語や接続語・難しい言葉の意味や言葉の言い回しなどを、これからの自分の作文や、話す時の

表現方法にも使っていけるよう、短文作りや宿題なども取り入れながら、言葉の指導も行う。

キ 能力差や興味・関心の度合いの差にも配慮し、個に応じたプリントを作成する。また、机間巡視し、

ヒントを提示し読みの視点をその都度確認しながら学習の支援と指導を行う。

ク 書く活動や調べる学習、人に伝える活動を取り入れながらまとめる。

３ 単元の目標

（１）国語への関心・意欲・態度

・身近な食べ物についての知識を得るとともに、興味を広げようとする。

（２）読むこと

・中心となる語や文、段落相互の関係に注意して文章を読み取ることができる。

（３）書くこと

・本での調べ方を知り、身近な食べ物について調べ、分かり易くまとめることができる。

４ 単元の評価規準（Ｂ）

（１）国語への関心・意欲・態度

・姿を変える大豆について、興味・関心をもって進んで読み、調べようとしている。

（２）読むこと

・大豆を美味しく食べる工夫や手を加える方法、加工された食品等の説明を文章中の「工夫」という言

葉や指示語・接続語、文のつながりに着目し、注意しながら読み取っている。

（３）書くこと

・身近な食べ物について調べたことを、段落に分けて分かり易く書いている。

５ 学習指導計画（１８時間扱い）

段落 学習課題 学習活動（時間） 評価規準（Ｂ）

つ

か

む

・「すがたをかえる大豆」

とはどんなことが書か

れている文章だろう。

・大豆を使った食品にはど

んなものがあるだろう。

・新出漢字の読み書きを学習する。

・題名からどんな内容かを予想し、興

味・関心をもつ。（１時間）

・全文を読んで学習の見通しをもつ。

・初めて知ったこと、面白いと思ったこ

となどについて話し合う。

・「大豆をおいしく食べるくふうブック」

作りをしていくことを知る。

・９つの形式段落に分ける。

・大豆を使った食品を線で囲み、写真と

対応しながら見る。（１時間）

○関 自分の生活をふり返り、進ん

で内容を予想している。

（ノート・発言）

○関 姿を変える大豆について興味

をもって読もうとしている。

（発言・観察）

○読 初めて知ったこと、面白いと

思ったことなどを書いてい

る。（ノート）

○読 大豆を使った食品を線で囲ん

でいる。

・大豆を、おいしく食べる ・筆者は何について伝えようとしている ○読 筆者が何について伝えようと
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と

ら

え

・

ふ

か

め

る

ための工夫はなんだろ

う。

・おいしく食べる工夫その

１を読み取ろう。

・おいしく食べる工夫その

２、３を読み取ろう。

・おいしく食べる工夫その

４を読み取ろう。

・おいしく食べる工夫その

５を読み取ろう。

・多くの食べ方が考えられ

た理由を読み取ろう。

・小見出しを考えよう。

のかを考える。

・学習課題を立てる。（１時間）

・１つ目のおいしく食べる工夫、手の加

え方の説明を読み取る。

・読み取ったことを、段落ごとに「大豆

をおいしく食べる工夫ブック」にまと

める。 （１時間）

・２つ目、３つ目のおいしく食べる工夫、

手の加え方の説明を読み取る。

・読み取ったことを「大豆をおいしく食

べる工夫ブック」にまとめる。

（１時間）

・４つ目のおいしく食べる工夫、手の加

え方の説明を読み取る。

・読み取ったことを「大豆をおいしく食

べる工夫ブック」にまとめる。

（１時間：本時）

・５つ目のおいしく食べる工夫、手の加

え方の説明を読み取る。

・読み取ったことを「大豆をおいしく食

べる工夫ブック」にまとめる。

（１時間）

・多くの食べ方が考えられた２つの理由

を読む。

・全文を読み、全体を「初め」「中」｢終

わり｣の３つに分ける。

（１時間）

・全体の小見出しを考える。（１時間）

しているのかをふまえた学

習課題を考えている。

○読 豆まき用の豆・煮豆は、炒っ

たり、煮たりして柔らかくお

いしくする工夫であること

を読み取っている。

（教科書ライン・発言）

○書 読み取ったことを落とさず、

「大豆をおいしく食べる工

夫ブック」にまとめている。

○読 きな粉・豆腐は、形を変え、

大切な栄養を取り出して違う

食品にする工夫であることを

読み取っている。

（教科書ライン・発言）

○書 読み取ったことを落とさずに

「大豆をおいしく食べる工夫ブ

ック」にまとめている。

○読 納豆・味噌・醤油は小さな生

物の力で違う食品にする工

夫であることを読み取って

いる。（教科書ライン・発言）

○書 読み取ったことを落とさず、

「大豆をおいしく食べる工夫ブ

ック」にまとめている。

○読 枝豆・もやしは、取り入れ時

期や育て方を変えた工夫であ

ることを読み取っている。

（教科書ライン・発言）

○書 読み取ったことを落とさず、

「大豆をおいしく食べる工夫ブ

ック」にまとめている。

○読 大豆がたくさんの栄養を含ん

でいること、育て易いこと、

という２つの理由を読み取

っている。（教科書ライン・

発言）

○読 接続語に注目しながら段落構

成を読み取り、「初め・中・

終わり」の３つの意味段落に

分けている。

（ワークシート・観察）

○書 まとまりを考えて小見出しを

書いている。
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つ

か

う

・読みの視点を使って問題

に挑戦しよう。

・食べ物を調べて、調べた

ことを本にまとめよう。

・調べたい食べ物を決め、

調べる計画を立てよう。

・本での調べ方を知り、本

を使って調べよう。

・調べたことを整理して、

文章にまとめよう。

・形成プリントに挑戦する。

・自己評価し、読みの視点が的確であっ

たかを振り返る。（1/2時間）

・「食べ物博士になろう」を読み、学習

の見通しをもつ。（1/2時間）

・調べたい食べ物を決め、学習計画を立

てる。（１時間）

・「本で調べる」を読み、本での調べ方

を理解する。

・調べたい食べ物について図書を選び、

必要な事柄を「私の調べた食べ物カー

ド」に書き出す。 （３時間）

・カードを整理しながら、カードのまと

まりごとに文章を書く。（３時間）

・文章をまとめ、本を作る。

・お互いに本を読み合う。（１時間）

○読 読みの視点を見つけ、内容を

読み取っている。

○関 意欲的に文章にまとめようと

している。（観察）

○関 調べたい食べ物と調べる事柄

を決め、計画を立てている。

（ノート・プリント・観察）

○関 調べることに必要な本を探し

て読んでいる。（観察）

○書 大事な事をカードに書いてい

る。（カード）

○関 カードを関連付けてまとめ、

まとまりに分けようとして

いる。（カード・観察）

○書 調べたことを段落に分けて書

いている。（文章）

６、本時の指導

（１）本時の仮説とのかかわり

説明的文章の学習課題において、子ども一人一人が、自らの読みの視点をもつことができる学習を

工夫し、その定着を図るための振り返りを取り入れていけば、「読むこと」の力が高まるであろう。

本時は、おいしく食べるための工夫５つのうちの４つ目の工夫を読み取る学習をする。事柄の順序を

表す言葉である接続語や指示語、文末表現に着目させながら、「小さな生物の力で違う食品にする」工

夫と、どのような過程をたどって加工していくのかの説明を読み取らせていく。

この内容を読み取らせるため、前時までと同じように、「工夫と説明の読み分け」「事柄の順序を表す

言葉・接続語」「文末表現・繰り返し語句の表現の工夫」という３つの読みの視点を活用して読み進め

ていきたい。また、「大豆をおいしく食べる工夫ブック」作りをするため、読み取った内容をプリント

にまとめる活動を行い、視点を使った読みの確認と定着をはかりたい。

そこで本時では、次のような学習活動を設定した。

ア 大事な言葉が抜いてある文章を、言葉を入れながら読むなど、視点をはっきりとさせた音読を取り入

れる。

イ 「工夫と説明の読み分け」、「事柄の順序を表す言葉・接続語」、「文末表現・繰り返し語句の表現の工

夫」の三つの視点で読むことを繰り返す。

ウ 学習で読み取ったことを確認するため、自力解決で書く活動を取り入れ、視点をもって読むことの定

着を図る。

以上のように視点を持った読みを繰り返すことでその方法を身に付けさせ、実際にそれを使って書き直

す活動を振り返りに入れることで、読みの視点を持つことのよさに気づかせていきたい。

（２）ねらい

小さな生物の力が、違う食品にする工夫を、叙述に沿って読み取る。
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（３）展開

段落 学習活動 時間 指導上の留意点・評価

つ

か

む

１ 学習場面（第⑥段落）を音読する。

２ 学習課題を把握する。

大豆を使った食品について、おいしく

食べる工夫その４を読み取ろう。

３ 大豆に手を加える時の言葉の意味を

確認する。

（蒸す・煮てつぶす・混ぜ合わせる等）

４ 読み取り方の方法を確認する。

・工夫と説明が書いてあるところを見

つける。

・事柄の順序を表す言葉をみつける。

・「・・・するくふうもあります。」の

文末表現を探して読む。

５ 学習場面を音読する。

１０

分

・今日学習するところの段落を確認する。

・音読は全員起立し、バラバラに読むことで一人一人

が必ず読むようにする。

・学習課題に沿いながら、前時までに学習してきたこ

とを想起させ、本時につなげる。

・説明できる児童には発表してもらい、分からないも

のだけを国語辞典で調べる。

・今まで学習してきた中で使った視点を読み取り方と

して思い出させる。

・工夫と説明を読み分けるところを注意して、音読さ

せる。

ふ

か

め

る

６ 大豆が何になるかを読み取る。

・６段落→納豆・味噌・醤油

７ 第６段落から４つ目の工夫を読み取

る。

・ 工夫その４

さらに、目に見えない小さな生物の

力をかりて、ちがう食品にする工夫

もあります。

８ 第６段落から４つ目の工夫の説明を

読み取る。

・ ４つ目の工夫の説明と食品

ナットウキンの力をかりたのが、納

豆。蒸した大豆にナットウキンを加

え、あたたかい場所に１日近く置いて

作る。

コウジカビの力をかりたものが、味

噌や醤油。味噌作りは、蒸した米か麦

にコウジカビを混ぜ、塩と煮て潰した

大豆を加え混ぜ合わせ、風通しが良く

暗い所に半年から１年の間置いてお

く。醤油もよくにた作り方。

２０

分

・以前に大豆を使った食品を線で囲んだことを想起さ

せ、見つけさせる。

・「さらに」という事柄を表す言葉・接続語や「・・・

くふうもあります。」の文末表現に着目させながら

読み取らせる。

・一人一人各自に読み取る活動をさせるために、工夫

その４が書かれている教科書の箇所にラインを引

かせる。

○評 読みの視点を落とさずに、工夫その４が書かれてい

る箇所にラインを引いている。

・大豆にどのように手を加え、どんな食品になるのか

をしっかりとおさえ、叙述に沿って読み取っていく

ようにさせる。

・各自に読み取る活動をさせるために、説明や食品が

書かれている箇所にラインを引かせる。

・味噌とよく似たつくり方をする醤油について、簡単

に説明し、似た作り方の確認をし、想像させる。
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ま

と

め

る

９ 大豆を美味しく食べる工夫を「大豆

をおいしく食べるブック」プリントに

まとめる。

10 まとめの音読をする。

・学習で読み取った工夫や説明が、空欄

になった文章を、声に出して全員で読

む。

１５

分

・読み取った工夫・説明を書いてまとめさせる。

○評 納豆・味噌・醤油は小さな生物の力で違う食品にす

る工夫であることを、事柄を表す言葉・接続語、文

末表現に着目しながら、工夫と説明を叙述に沿って

読み取り、記述している。

・書き込み、穴埋めプリントと、書き込む文字数を示

したり書き込む箇所を少なくしたプリントを用意

し、個人差に対応できるようにする。

・机間巡視し、ヒントを提示したり読みの視点を確認

したりしながら学習の支援を行う。

・皆で読むことを意識させ、気持ちや声を合わせて読

むように気をつけさせる。

（具体の評価規準）

Ａ 納豆・味噌・醤油は、小さな生物の力で違う食品にする工夫であることを、事柄を表す言葉・接続語、

文末表現に着目しながら、工夫と説明を分けて叙述に沿って読み取り、詳しく工夫と説明を分けて書いて

いる。

Ｂ 納豆・味噌・醤油は、小さな生物の力で違う食品にする工夫であることを、事柄を表す言葉・接続語、

文末表現に着目しながら、工夫と説明を叙述に沿って読み取り、工夫と説明を分けて書いている。

努力を要すると判断された児童への具体的な手立て

書き込む文字数が示してあったり、書き込む箇所を少なくしたプリントを使わせ、教科書の文章を教師

と一緒に確認していく。説明とそれに合う絵を結ぶ活動を中心に行わせ、まとめる。
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７、板書計画

す
が
た
を
か
え
る
大
豆

大
豆
を
使
っ
た
食
品
に
つ
い
て
お
い
し
く
食
べ
る
工
夫
そ
の
４
を
読
み
取
ろ
う
。

・
む
す
・
・
・
じ
ょ
う
気
で
物
を
熱
す
る
。
ふ
か
す
と
も
い
う
。

・
ま
ぜ
た
・
・
・
い
っ
し
ょ
に
す
る
。
一
つ
に
す
る
。

・
ま
ぜ
合
わ
せ
た
・
・
・
ま
ぜ
る
＋
合
わ
せ
る

さ
ら
に

キ
ー
ワ
ー
ド
↓
～
す
る
く
ふ
う
も
あ
り
ま
す
。

今
日
の
く
ふ
う

目
に
見
え
な
い
小
さ
な
生
物
の
力
を
か
り
て
、
ち
が
う
食
品
に
す
る
く
ふ
う

も
あ
り
ま
す
。

・
ど
ん
な
力

ナ
ッ
ト
ウ
キ
ン
の
力
。
コ
ウ
ジ
カ
ビ
の
力
。

・
つ
く
り
方

大
豆
を
む
す
。

ナ
ッ
ト
ウ
キ
ン
入
れ
る
。

あ
た
た
か
い
場
所
に
一
日
近
く
置
く
。

↓
な
っ
と
う

む
し
た
米
か
麦
に
コ
ウ
ジ
カ
ビ
を
ま
ぜ
る
。

塩
を
入
れ
る
。

に
て
つ
ぶ
し
た
大
豆
を
ま
ぜ
る
。

風
通
し
の
よ
い
暗
い
所
に
半
年
か
ら
一
年
お
い
て
お
く
。

↓

み
そ
・
し
ょ
う
ゆ

⑤
さ
ら
に
、
目
に
見
え
な
い
○
○
○
○
○
の
力
を
か
り
て
、
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
も
あ
り
ま
す
。
ナ
ッ
ト
ウ
キ
ン
の
力
を
か
り
た
の
が
、
○
○
○
○
で
す
。
む
し

た
大
豆
に
ナ
ッ
ト
ウ
キ
ン
を
く
わ
え
、
あ
た
た
か
い
場
所
に
一
日
近
く
お
い
て
作
り

ま
す
。
コ
ウ
ジ
カ
ビ
の
力
を
か
り
た
も
の
が
、
○
○
や
○
○
○
○
で
す
。
み
そ
を
作

る
に
は
、
ま
す
、
む
し
た
米
か
麦
に
コ
ウ
ジ
カ
ビ
を
ま
ぜ
た
も
の
を
用
意
し
ま
す
。

そ
れ
と
、
し
お
を
、
に
て
つ
ぶ
し
た
大
豆
に
く
わ
え
て
ま
ぜ
合
わ
せ
ま
す
。
ふ
た
を

し
て
、
風
通
し
の
よ
い
暗
い
所
に
半
年
か
ら
一
年
の
間
お
い
て
お
く
と
、
大
豆
は
み

そ
に
な
り
ま
す
。
し
ょ
う
ゆ
も
、
よ
く
に
た
作
り
方
を
し
ま
す
。
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教

材

分

析

終 わ り 中 初 め 段 落 構 成

ま と め 工 夫 ５ 工 夫 ４ 工 夫 ３ 工 夫 ２ 工 夫 １ 話 題 提 示 文 章 構 成

⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 段 落

大

豆

の

よ

さ

に

気

づ

き

、

食

事

に

取

り

入

れ

た

昔

の

人

々

の

知

恵

に

驚

い

た

。

味

が

よ

く

、
栄

養

が

豊

富

で

や

せ

た

土

に

強

く

、
育

て

や

す

い

た

め

、
多

く

の

食

べ

方

が

考

え

ら

れ

た

。

柔

ら

か

い

う

ち

に

取

り

入

れ

て

ゆ

で

る

と

枝

豆

が

で

き

、
種

を

日

光

に

当

て

ず

に

水

を

か

け

て

育

て

る

と

も

や

し

が

で

き

る

。

目

に

見

え

な

い

小

さ

な

生

物

の

力

で

、

納

豆

や

味

噌

、

醤

油

が

で

き

る

。

水

を

含

ん

だ

大

豆

を

す

り

つ

ぶ

し

、
出

た

汁

を

さ

ら

に

搾

っ

て

に

が

り

を

入

れ

て

固

め

る

と

豆

腐

が

で

き

る

。 大

豆

を

い

っ

て

粉

に

ひ

く

と

、

き

な

粉

に

な

る

。

そ

の

形

の

ま

ま

で

い

っ

た

り

、
煮

た

り

す

る

と

い

り

豆

、

煮

豆

に

な

る

。

大

豆

は

、

ダ

イ

ズ

の

種

。

硬

い

の

で

、

食

べ

に

く

く

、

消

化

も

悪

い

の

で

、
い

ろ

い

ろ

手

を

加

え

て

美

味

し

く

食

べ

る

工

夫

を

し

て

い

る

。

米

・

麦

以

外

に

も

、
ほ

と

ん

ど

毎

日

大

豆

を

食

べ

て

い

る

が

、
姿

を

変

え

て

い

る

の

で

気

づ

か

れ

な

い

。

要

点

大

豆

の

よ

い

と

こ

ろ

に

気

づ

き

、

昔

の

人

の

知

恵

に

驚

か

さ

れ

る

。

大

豆

が

味

も

よ

く

、

畑

の

肉

と

言

わ

れ

る

く

ら

い

た

く

さ

ん

の

栄

養

を

含

ん

で

い

る

。

そ

の

う

え

、

痩

せ

た

土

地

に

も

強

く

、

育

て

や

す

い

こ

と

か

ら

、

多

く

の

地

域

で

植

え

ら

れ

た

。

取

り

入

れ

る

時

期

や

育

て

方

を

く

ふ

う

。

目

に

見

え

な

い

小

さ

な

生

物

の

力

（

ナ

ッ

ト

ウ

キ

ン

・

コ

ウ

ジ

カ

ビ

）

を

か

り

て

、

違

う

食

品

に

す

る

く

ふ

う

。

大

豆

に

含

ま

れ

る

大

切

な

栄

養

だ

け

を

取

り

出

し

て

、

違

う

食

品

に

す

る

く

ふ

う

。

す

り

つ

ぶ

す

・

白

っ

ぽ

い

し

る

・

水

を

加

え

熱

し

・

縛

り

出

し

・

か

た

め

る

た

め

に

ニ

ガ

リ

粉

に

ひ

い

て

食

べ

る

く

ふ

う

。 大

豆

を

そ

の

形

の

ま

ま

い

っ

た

り

、

煮

た

り

し

て

、

柔

ら

か

く

、

美

味

し

く

す

る

く

ふ

う

。

私

た

ち

が

知

っ

て

い

る

大

豆

。食

べ

に

く

く

、

消

化

も

よ

く

な

い

。

そ

の

た

め

、

い

ろ

い

ろ

手

を

加

え

て

、

お

い

し

く

食

べ

る

く

ふ

う

。

多

く

の

人

が

ほ

と

ん

ど

毎

日

口

に

し

て

い

る

も

の

。

い

ろ

い

ろ

な

食

品

に

姿

を

変

え

て

い

る

こ

と

が

多

い

の

で

気

づ

か

れ

な

い

。

重

要

語

句

～

さ

れ

ま

す

。

こ

の

よ

う

に

～

ま

す

。

そ

の

う

え

～

た

め

で

も

あ

り

ま

す

。

こ

れ

ら

の

ほ

か

に

～

食

べ

方

も

あ

り

ま

す

。

さ

ら

に

～

く

ふ

う

も

あ

り

ま

す

。

そ

れ

と

～

ま

す

。

ま

た

～

く

ふ

う

も

あ

り

ま

す

。

そ

の

～

ま

す

。

こ

う

す

る

と

～

ま

す

。

次

に

～

く

ふ

う

が

あ

り

ま

す

。

い

ち

ば

ん

わ

か

り

や

す

い

の

は

～

す

る

く

ふ

う

で

す

。

こ

れ

が

～

で

す

。

そ

の

た

め

～

し

て

い

ま

す

。

そ

れ

は

～

で

す

。 文

末

表

現

接

続

語

指

示

語
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文

章

構

成

初

め

話

題

提

示

①

ほ

と

ん

ど

毎

日

食

べ

て

い

る

大

豆

。

②

大

豆

の

基

礎

知

識

。

中

具

体

的

工

夫

１

と

説

明

③

そ

の

ま

ま

の

形

を

残

し

、

炒

っ

た

り

、

煮

た

り

す

る

工

夫

。

（

豆

ま

き

に

使

う

豆

・

煮

豆

・

お

せ

ち

の

黒

豆

）

具

体

的

工

夫

２

と

説

明

④

粉

に

挽

い

て

食

べ

る

工

夫

。

（

き

な

粉

）

具

体

的

工

夫

３

と

説

明

⑤

栄

養

だ

け

を

取

り

出

し

て

、

違

う

食

品

に

す

る

工

夫

。

（

豆

腐

）

具

体

的

工

夫

４

と

説

明

⑥

小

さ

な

生

物

の

力

で

違

う

食

品

に

す

る

工

夫

。
（

納

豆

・

味

噌

・

醤

油

）

具

体

的

工

夫

５

と

説

明

⑦

取

り

入

れ

時

期

や

育

て

方

を

変

え

て

食

べ

る

工

夫

。

（

枝

豆

・

も

や

し

）

終

わ

り

ま

と

め

⑧

多

く

の

食

べ

方

が

考

え

ら

れ

た

理

由

。

⑨

筆

者

の

感

想

。
（

先

人

の

知

恵

へ

の

驚

き

）

⑦⑥

②

⑨

⑤

①

⑧

④③
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